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１
．

空
木
家
・
本
堂
（
朝
）

静
寂
の
中
、
木
魚
の
音
だ
け
が
一
定
の
リ
ズ
ム
で
響
く
。

差
し
込
む
朝
日
で
、
黄
金
の
仏
像
が
神
々
し
く
輝
い
て
い
る
。

そ
の
前
に
座
っ
て
い
る
空
木
顕
真
（
４
５
）
、
木
魚
を
叩
き

な
が
ら
お
経
を
読
む
。

２
．

空
木
家
・
本
堂
廊
下
（
朝
）

柱
や
床
板
は
、
数
百
年
の
伝
統
を
感
じ
さ
せ
る
よ
う
に
黒
光

り
し
て
い
る
。

厳
か
な
雰
囲
気
を
破
る
よ
う
に
、
足
音
を
響
か
せ
て
歩
い
て

く
る
空
木
律
希
（
１
３
）
。
最
新
の
タ
ブ
レ
ッ
ト
を
片
手
に
、

首
か
ら
は
ヘ
ッ
ド
ホ
ン
を
か
け
て
い
る
。

律
希

「
お
ー
い
、
親
父
。
ま
た

W
i-

F
i
死
ん
で
ん
だ
け
ど
。
仏
像
が
干
渉

で
も
し
て
ん
の
？
」

３
．

空
木
家
・
本
堂
（
朝
）

律
希
、
顕
真
の
後
ろ
に
横
に
な
り
、
タ
ブ
レ
ッ
ト
を
い
じ
る
。

顕
真
、
木
魚
を
叩
く
手
を
止
め
ず
に
、

顕
真

「
律
希
、
姿
勢
を
正
せ
」

律
希
、
無
視
し
て
、

律
希

「
あ
ー
、
ま
た
タ
イ
ム
ア
ウ
ト
。
オ
フ
ラ
イ
ン
と
か
、
ま
じ
人
権
な

い
わ
」木

魚
を
叩
く
音
が
響
く
中
、
ヘ
ッ
ド
フ
ォ
ン
を
つ
け
、

律
希

「
ノ
イ
ズ
キ
ャ
ン
セ
ル
」

そ
の
ま
ま
目
を
閉
じ
る
。
す
ぐ
に
寝
息
が
聞
こ
え
始
め
る
。

顕
真
、
眉
間
に
皺
を
よ
せ
る
。

×

×

×

顕
真
、
律
希
の
ヘ
ッ
ド
フ
ォ
ン
を
取
り
上
げ
、

顕
真

「
律
希
！
」

律
希
、
嫌
々
目
を
開
け
て
、

律
希

「
う
っ
せ
ー
な
ー
。
ま
だ
ロ
ー
ド
中
だ
よ
」

再
び
、
目
を
閉
じ
る
。

顕
真
、
少
し
考
え
て
か
ら
、

顕
真

「
お
前
が
こ
の
前
言
っ
て
た
除
霊
の
件
だ
が
―
―
」
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律
希
、
飛
び
起
き
て
、

律
希

「
え
っ
、
い
い
の
？
」

顕
真

「
除
霊
に
は
ま
ず
精
神
と
肉
体
の
鍛
錬
が
必
要
で
―
―
」

律
希

「
ま
た
修
行
の
話
？

だ
ー
か
ー
ら
ー
、
ア
ナ
ロ
グ
は
も
う
い
い
っ

て
。
令
和
に
ア
プ
デ
し
な
い
と
」

顕
真

「
積
み
重
ね
が
大
事
な
ん
だ
。
根
を
張
ら
ぬ
木
に
花
は
咲
か
な
い
。

だ
か
ら
―
―
」

律
希

「
親
父
のО

Ｓ
、
木
造
だ
ろ
。
と
り
あ
え
ず
、
こ
の
前
の
話
は
オ
ッ

ケ
ー
っ
て
こ
と
だ
よ
ね
？
」

急
い
で
立
ち
上
が
っ
て
、

律
希

「
こ
の
寺
も
６
Ｇ
に
対
応
さ
せ
る
か
ら
。
俺
に
任
せ
て
」

ス
キ
ッ
プ
に
近
い
足
取
り
で
、
本
堂
を
駆
け
出
し
て
い
く
。

顕
真

「
あ
っ
、
お
い
。
律
希
！

掃
除
は
？
」

律
希

「
お
掃
除
ロ
ボ
ッ
ト
君
に
頼
ん
ど
い
て
」

と
、
笑
顔
で
手
を
振
る
。

顕
真
、
大
き
な
溜
息
。

４
．

タ
ワ
ー
マ
ン
シ
ョ
ン
・
室
内(

昼)

白
大
理
石
が
敷
き
詰
め
ら
れ
た
広
大
な
リ
ビ
ン
グ
。
正
面
の

壁
は
、
巨
大
な
高
精
細

L
E
D
パ
ネ
ル
に
覆
わ
れ
、
リ
ア
ル
タ

イ
ム
の
空
が
映
し
出
さ
れ
て
い
る
。
他
に
も
最
新
機
器
が
揃

い
、
近
未
来
な
雰
囲
気
。
お
掃
除
ロ
ボ
ッ
ト
も
稼
働
中
。

ド
ア
が
開
き
、
律
希
が
入
っ
て
く
る
。

土
足
の
ま
ま
立
ち
尽
く
し
、
部
屋
を
見
渡
す
。

そ
こ
へ
一
台
の
ロ
ボ
ッ
ト
が
近
付
き
、
名
刺
を
差
し
出
す
。

律
希
、
透
き
通
っ
た
ア
ク
リ
ル
製
の
名
刺
を
受
け
取
る
。

名
刺
に
は
、

K
A
I
I
n
t
e
r
f
a
c
e
C
E
O
/
デ
ジ
タ
ル
バ
ス
タ
ー

/
A
r
c
h
i
t
e
c
t

九
条

戒

と
書
い
て
あ
る
。

律
希

「
（
小
声
で
）
デ
ジ
タ
ル
バ
ス
タ
ー
…
…
」

奥
の
部
屋
か
ら
九
条
戒
（
３
６
）
が
現
れ
る
。
高
級
そ
う
な

ス
ウ
ェ
ッ
ト
に
身
を
包
み
、
手
に
は
タ
ブ
レ
ッ
ト
。

律
希

「
戒
…
…
さ
ん
？
」

戒
、
柔
ら
か
い
笑
顔
で
、

戒

「
律
希
く
ん
だ
ね
。
ＤМ

あ
り
が
と
う
」
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律
希

「
俺
、
戒
さ
ん
の
Ｓ
Ｎ
Ｓ
見
つ
け
て
す
ぐ
―
―
」

戒

「
嬉
し
い
よ
。
そ
こ
に
座
っ
て
も
ら
え
る
？
」

青
く
照
ら
さ
れ
た
シ
ー
ト
が
上
が
っ
て
く
る
。

律
希
、
恐
る
恐
る
近
付
き
、
腰
か
け
る
。

そ
の
途
端
、
ベ
ル
ト
に
体
を
固
定
さ
れ
る
。

律
希

「
え
っ
、
あ
っ
、
こ
れ
っ
て
…
…
」

戒

「
大
丈
夫
。
演
出
み
た
い
な
も
ん
だ
よ
。
そ
ん
な
に
緊
張
し
な
く
て

い
い
か
ら
ね
」

律
希
、
肩
の
力
が
抜
け
る
。

戒
、
タ
ブ
レ
ッ
ト
を
操
作
し
な
が
ら
、
ゆ
っ
く
り
と
し
た
動

作
で
律
希
に
向
き
合
う
。

戒

「
今
日
は
、
除
霊
修
行
の
短
縮
が
希
望
っ
て
こ
と
で
い
い
？
」

律
希
、
前
の
め
り
で
、

律
希

「
は
い
。
う
ち
の
寺
、
ア
ナ
ロ
グ
過
ぎ
で
。
一
万
回
お
経
唱
え
ろ
と

か
。
ま
じ
で
サ
ー
バ
ー
の
負
荷
で
し
か
な
い
ん
す
よ
」

戒
、
少
し
笑
っ
て
、

戒

「
ま
あ
、
非
効
率
で
は
あ
る
ね
」

律
希

「
バ
グ
レ
ベ
ル
で
す
よ
。
滝
に
打
た
れ
て
精
神
統
一
な
ん
て
、
冷
却

シ
ス
テ
ム
に
も
な
っ
て
な
い
し
」

戒
、
見
透
か
し
た
よ
う
に
、

戒

「
…
…
で
？

理
由
は
、
そ
れ
だ
け
か
な
？
」

律
希

「
え
っ
と
…
…
」

律
希
、
照
れ
た
表
情
で
、

律
希

「
好
き
な
子
が
い
て
…
…
」

戒

「
除
霊
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
見
せ
て
評
価
を
上
げ
た
い
？
」

律
希

「
は
い
。
親
父
の
方
法
じ
ゃ
、
彼
女
が
別
の
サ
ー
バ
ー
に
移
っ
ち
ゃ

い
ま
す
」

戒

「
確
か
に
。
青
春
と
い
う
セ
ッ
シ
ョ
ン
は
短
い
か
ら
ね
」

怪
し
げ
な
笑
み
を
浮
か
べ
て
、

戒

「
望
み
通
り
、
シ
ョ
ー
ト
カ
ッ
ト
し
て
い
こ
う
か
」

律
希
の
周
り
に
大
量
の
モ
ニ
タ
ー
が
現
れ
、
視
界
が
ふ
さ
が

れ
る
。

ヘ
ッ
ド
フ
ォ
ン
が
強
制
的
に
装
着
さ
れ
、
周
り
の
音
が
遮
断

さ
れ
る
。
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律
希
、
驚
い
た
様
子
だ
が
、
状
況
を
受
け
入
れ
る
。

ヘ
ッ
ド
フ
ォ
ン
か
ら
、
戒
の
声
が
聞
こ
え
く
る
。

戒
の
声
「
聞
こ
え
る
？

君
の
声
も
聞
こ
え
る
か
ら
安
心
し
て
」

律
希
、
繰
り
返
し
頷
く
。

戒
の
声

「
じ
ゃ
あ
、
ノ
イ
ズ
を
削
ぎ
落
し
た
除
霊
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
イ
ン
プ

ッ
ト
す
る
か
ら
」

戒
、
タ
ブ
レ
ッ
ト
の
フ
ェ
ー
ダ
ー
を
上
げ
る
。

律
希
の
ヘ
ッ
ド
フ
ォ
ン
か
ら
は
高
周
波
の
電
子
音
が
流
れ
る
。

モ
ニ
タ
ー
に
は
、
綿
密
な
マ
ン
ダ
ラ
の
幾
何
学
模
様
が
映
し

出
さ
れ
る
。
そ
れ
が
波
形
と
な
り
、
高
速
で
流
れ
る
。

律
希
の
瞳
孔
が
揺
れ
る
。

律
希

「
き
た
。
え
っ
、
こ
ん
な
ん
で
…
…
い
い
ん
す
か
？
」

戒

「
そ
う
だ
よ
。
最
適
化
し
た
か
ら
ね
」

律
希

「
や
ば
…
…
な
ん
か
、
体
が
熱
く
な
っ
て
き
た
気
が
す
る
」

戒

「
脳
の
深
部
に
届
い
て
る
っ
て
こ
と
だ
ね
。
律
希
く
ん
、
才
能
あ
る

よ
」

律
希
、
体
の
力
が
抜
け
、
座
席
に
深
く
沈
み
込
む
。

律
希

「
す
ご
い
。
ま
じ
で
す
ご
い
。
こ
れ
。
ダ
イ
レ
ク
ト
に
刺
さ
る
。
脳

の
ア
プ
デ
。
最
高
に
気
持
ち
い
い
…
…
」

戒
、
律
希
の
様
子
を
確
認
し
て
、

戒

「
最
後
に
、
君
の
お
父
さ
ん
の
ロ
グ
を
シ
ン
ク
ロ
さ
せ
る
か
ら
」

律
希

「
親
父
？

い
ら
な
い
っ
す
よ
」

戒
、
律
希
の
言
葉
を
無
視
す
る
。

ド
ク
ン
と
心
臓
を
直
接
掴
ま
れ
た
よ
う
な
重
低
音
。
律
希
の

体
が
跳
ね
る
。

律
希

「
ヴ
…
…
」

強
烈
な
重
低
音
が
続
き
、
椅
子
が
高
速
回
転
す
る
。

律
希
、
苦
し
そ
う
な
表
情
。

戒

「
は
い
、
も
う
す
ぐ
終
わ
る
よ
」

ゆ
っ
く
り
と
音
が
小
さ
く
な
り
、
回
転
が
ゆ
っ
く
り
止
ま
る
。

律
希
の
拘
束
が
は
ず
れ
、
体
が
自
由
に
な
る
。

戒

「
お
疲
れ
様
。
大
丈
夫
だ
っ
た
？
」

律
希
、
フ
ラ
フ
ラ
し
な
が
ら
立
ち
上
が
る
。

律
希

「
最
後
の
だ
け
ち
ょ
っ
と
キ
ツ
か
っ
た
っ
す
け
ど
」
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戒

「
体
、
ど
ん
な
感
じ
？
」

律
希

「
正
直
、
ま
だ
よ
く
分
か
ん
な
い
っ
す
」

戒

「
じ
ゃ
あ
、
試
し
て
み
よ
う
か
」

と
、
部
屋
の
隅
を
指
さ
す
。

黒
い
物
体
が
動
く
。

律
希

「
う
わ
っ
。
き
も
っ
」

戒

「
低
級
な
霊
だ
よ
。
手
を
か
ざ
し
て
み
て
」

律
希

「
手
？

ア
ナ
ロ
グ
じ
ゃ
な
い
っ
す
か
」

戒

「
や
れ
ば
分
か
る
よ
」

律
希
、
面
倒
く
さ
そ
う
に
手
を
か
ざ
す
。

パ
ン
と
い
う
音
と
も
に
物
体
が
は
じ
け
る
。

律
希

「
は
？

え
っ
」

と
、
自
分
の
手
を
確
認
す
る
。

戒

「
お
め
で
と
う
。
ミ
ッ
シ
ョ
ン
成
功
だ
」

律
希

「
な
ん
か
、
ビ
リ
っ
と
き
た
」

戒

「
ほ
ら
、
ま
た
出
て
き
た
よ
」

少
し
大
き
目
の
物
体
が
動
く
。

律
希
、
手
を
か
ざ
す
。

物
体
消
滅
。

律
希

「
は
？

デ
リ
ー
ト
余
裕
か
よ
」

戒

「
こ
れ
で
、
最
先
端
の
仲
間
入
り
だ
ね
」

律
希
、
確
信
す
る
よ
う
な
表
情
。

そ
の
時
、
不
穏
な
音
が
響
き
、
壁
面
の
Ｌ
Ｅ
Ｄ
に
ヒ
ビ
が
入

り
、
赤
黒
く
染
ま
る
。

律
希

「
え
っ
、
な
ん
す
か
？
」

戒

「
お
か
し
い
な
。
招
か
れ
ざ
る
客
か
な
」

大
理
石
の
床
か
ら
ド
ロ
リ
と
し
た
粘
着
質
な
影
が
溢
れ
出
す
。

律
希
、
急
い
で
手
を
か
ざ
す
。

何
の
影
響
も
な
く
、
ど
ん
ど
ん
巨
大
化
し
て
い
く
。

律
希
、
驚
い
た
表
情
。
何
度
も
手
を
か
ざ
す
。

部
屋
の
ア
ラ
ー
ト
音
が
鳴
り
始
め
る
。

律
希

「
戒
さ
ん
！
」

戒
、
タ
ブ
レ
ッ
ト
を
確
認
し
な
が
ら
、
冷
静
に
、

戒

「
低
級
霊
の
バ
ッ
ク
に
か
な
り
重
い
の
が
つ
い
て
た
み
た
い
だ
」
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巨
大
化
し
た
物
体
の
一
部
が
弾
け
、
律
希
の
首
に
張
り
付
く
。

律
希

「
う
わ
あ
あ
」

首
元
を
拭
き
取
ろ
う
と
し
た
律
希
の
手
が
黒
く
染
ま
る
。

律
希

「
な
ん
だ
よ
、
こ
れ
。
キ
モ
イ
キ
モ
イ
キ
モ
イ
」

戒

「
あ
ー
。
感
染
し
ち
ゃ
っ
た
み
た
い
だ
ね
」

律
希

「
戒
さ
ん
、
助
け
て
」

少
し
困
っ
た
よ
う
な
、
で
も
楽
し
気
な
顔
で
、

戒

「
仕
方
な
い
な
。
も
う
一
度
腰
か
け
て
」

律
希
、
転
び
そ
う
に
な
り
な
が
ら
、
椅
子
に
飛
び
乗
る
。

戒

「
強
制
的
に
フ
ル
ス
ク
リ
ー
ン
を
実
行
し
よ
う
」

強
固
な
ア
ー
ム
が
律
希
の
頭
部
と
四
肢
の
自
由
を
奪
う
。

律
希

「
ち
ょ
。
こ
れ
、
き
つ
い
っ
す
」

戒
、
優
し
く
微
笑
み
な
が
ら
、

戒

「
今
回
は
暴
れ
る
と
脳
の
回
路
が
焼
き
切
れ
る
か
ら
ね
。
そ
の
ぐ
ら

い
は
我
慢
し
て
」

律
希
、
表
情
が
強
張
る
。

戒

「
瞬
き
は
し
な
い
よ
う
に
ね
。
網
膜
経
由
で
ニ
ュ
ー
ラ
ル
・
リ
ン
ク

す
る
か
ら
」

律
希
、
怯
え
た
様
子
で
、
急
い
で
目
を
見
開
く
。

戒
、
タ
ブ
レ
ッ
ト
を
再
確
認
。
タ
ブ
レ
ッ
ト
に
は
台
詞
が
書

か
れ
て
い
る
。
そ
れ
を
読
み
な
が
ら
、

戒

「
デ
ジ
タ
ル
・
エ
ク
ソ
シ
ズ
ム
、
最
大
出
力
。
デ
リ
ー
ト
開
始
」

高
周
波
の
読
経
リ
ミ
ッ
ク
ス
が
爆
音
で
部
屋
中
に
流
れ
る
。

律
希
の
体
が
、
椅
子
ご
と
ガ
タ
ガ
タ
と
震
え
だ
す
。

律
希

「
ア
ガ
ガ
ガ
ガ
ガ
ッ
。
頭
が
痛
い
。
目
が
、
目
が
ピ
リ
ピ
リ
す
る
」

椅
子
か
ら
エ
ラ
ー
音
が
鳴
る
。

戒

「
あ
ー
ダ
メ
だ
。
君
の
メ
ン
タ
ル
と
フ
ィ
ジ
カ
ル
が
弱
す
ぎ
て
、
脳

の
パ
ケ
ッ
ト
が
詰
ま
っ
て
る
な
」

律
希

「
ア
プ
デ
し
た
ん
じ
ゃ
な
い
ん
す
か
？
」

戒

「
ん
ー
。
こ
の
ま
ま
だ
と
脳
み
そ
が
オ
ー
バ
ー
ヒ
ー
ト
し
て
、
物
理

的
に
廃
人
か
な
」

律
希
の
見
開
い
た
目
は
充
血
。
渇
い
た
目
か
ら
涙
が
出
る
。

律
希

「
詰
み
じ
ゃ
ん
…
…
」

壁
の
Ｌ
Ｅ
Ｄ
パ
ネ
ル
が
激
し
く
火
花
を
散
ら
し
、
ア
ラ
ー
ト
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音
が
ど
ん
ど
ん
大
き
く
な
る
。

律
希
、
黒
い
物
体
に
飲
み
込
ま
れ
そ
う
に
な
る
。

律
希

「
わ
あ
あ
あ
あ
」

戒
、
思
い
つ
い
た
様
子
で
、

戒

「
お
経
だ
。
君
の
場
合
は
、
効
果
が
あ
る
か
も
。
コ
ア
を
上
げ
ろ
」

律
希
、
大
声
で
、

律
希

「
南
無
阿
弥
…
…
南
無
阿
弥
陀
…
…
だ
あ
あ
あ
あ
あ
」

律
希
、
白
目
を
向
い
て
、
口
か
ら
黒
い
も
の
を
吐
き
出
す
。

同
時
に
巨
大
化
し
た
黒
い
も
の
も
消
え
る
。

戒
、
ロ
ボ
ッ
ト
が
運
ん
で
き
た
コ
ー
ヒ
ー
を
受
け
取
り
、
ゆ

っ
く
り
と
飲
む
。

５
．

空
木
家
・
本
堂(

夕)夕
日
で
照
ら
さ
れ
る
本
堂
。

律
希
、
無
心
で
柱
を
磨
き
あ
げ
て
い
る
。

６
．

空
木
家
・
木
の
影(

夕)

顕
真
、
戒
に
封
筒
を
渡
す
。

戒

「
ど
う
も
。
律
希
も
ま
だ
子
ど
も
で
安
心
し
た
わ
」

と
、
封
筒
の
中
身
を
数
え
始
め
る
。

戒

「
っ
て
か
、
あ
ん
な
重
い
の
送
っ
て
く
る
な
ら
言
っ
と
い
て
よ
」

顕
真

「
律
希
か
？
」

戒

「
違
う
違
う
。
感
情
の
重
い
や
つ
」

顕
真

「
何
の
こ
と
だ
？
」

戒

「
え
？
」

顕
真

「
ん
？
」

戒

「
ま
じ
か
よ
」

戒
、
本
堂
の
方
を
見
る
。

７
．

空
木
家
・
本
堂(

夕)夕
日
で
照
ら
さ
れ
た
仏
像
が
微
笑
ん
だ
よ
う
に
見
え
る
。

(
お
わ
り
)


